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1>総会 9Fヨ([ヨ〕午後守幸警

がらI'1J1J¥事事事警護警官ごく会費15∞問、

写実代重量約〉お芸事泣き当日ち夜間て守 砂受袋発議 長遅刻33年41'司ヨ

ffiJ~章者正人工fG lこ造ることはでをきをま 員長識し絞殺。(大学授は級事D3B年 41'ヨ2Bl以
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砂場所 セブンイレブン望書it，をき正怒 っ吃売先富島況の渓滋.Efl怒笥を1湾総

駐車獲 のうえ務求してぐださし¥0

1>f'3軍事局幹闘の不自白な人、 1人薬草 1>申込方法 妓毒患申込書警のみ襲警緩
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砂緩駐車手続 受験蹴込譲撃が事襲安主主主 炉問い合せ 子主震j!!U二時総!悩殺潔
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1>童書務先あな線下電器雪 作ー未発衰のものに絞る〉を察い

験蔵事霊 祭(予選資格者I~絞る〉 て重品ままして〈だ，:5いむ 母校でも

1>年書官級懇霊祭で 傘ポスター日ごう記長〈約51.5onx36
t>勤務隊関 午富喜83事30分から午 5的〉義援隊舎廷に察いて学総長続的て7

後 51持患者て7 炉椿遜 1 ニド冷 的要事し，てくZささい。 ff.6aの綴担割c
b英語襲警必喜重に日Eじて 住所、 a説、年鏡、学総務、学年

炉室霊豪華 登録を希毅ですとら万lま¥主主 宅をまと入してください。

奇襲酬し込み著書 (1懸襲撃器京総課!こあり きb話芸事事先*療鰭エド事需要詩草号室3綴会主喪

主主主n、悪霊歴襲撃〈務長賓のもの、害事 だi手不薬害雲望書聖書本務自i切羽3少年喜望

翼民51寸〉、係長目撃護f塁後手号室E関緩め 〈苧280干主義湾筋襲撃的1-2妨担l2t撃

を事しを添えて自問208までC!慰襲撃 言語係〉ポスター 1岳警察署

家塁王言葉事告書等係へ媛出してくぞきちし¥0 T>潤い命館*1謀総予巽童書r主主宰めさ誌の
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